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を力学的な観点から研究した成果をまとめたものであり，全編 5 章からなる。 
第 1 章は序論であり，本研究の背景および目的を述べている。 












第 5 章は結論である。 
以上要するに，本論文は，胃壁の運動機能と胃内容物攪拌の関係を力学的な観点から明らかにし
たものであり，医工学，生体力学および生理学の発展に寄与するところが少なくない。 
よって，本論文は博士(医工学)の学位論文として合格と認める。 
 
 
